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広島連塾 Sus☆テラス 2012 年度事業報告書 

 

設立初年度となった 2012 年度は、会のミッション（“広島県内で『脱温暖化』や『食と

エネルギーの地産地消』を『まちづくり（地域活性化）』の視点から考え、行動する市民団

体のネットワークと協働の場とし、【持続可能で、次世代の希望があふれる地域（Hiroshima 

for Sustainability）】とすること”と）と、活動内容（“Hiroshima for Sustainabilityづく

りプロジェクト、サスメディアプロジェクト、成功事例創出＆波及プロジェクト”）を決定

し、決定した各プロジェクトを実行した。 

詳細は次のとおりである。 

 

１．世話人会議等の開催 

 会の活動内容等を定めるとともに、その進捗状況や課題を確認するために、開催した。 

 各回の世話人会議等の主な議題と概要は、次のとおりである。 

 ○ 設立発起人会議（第 1回世話人会議）（4/21） 

   （主な議題）・発起人のニーズ＆シーズの抽出 

          （マーケティング・ポテンシャル分析） 

         ・設置要綱の決定、役員の選出 

   （概要）・会のビジョン等の作成に向け、各発起人のニーズとシーズを確認した。 

・設置要綱を決定するとともに、代表、副代表、事務局長、監事を選出した。 

 （代表：安藤志保（三原）、副代表：落合真弓（福山）、薦田直紀（広島・世羅）、

事務局長：大西康史（広島）、監事：那波邦彦（東広島）、青山範子（呉）） 

 ○ 世話人会議（設立発起人会議を除き、全 8回） 

【第 2回（5/12）】 

（主な議題）・会の SWOT分析 

（概要）・会のビジョン等の作成に向け、SWOT分析（※）を行った。 

     ※SWOT分析とは…組織等の「強み（Strengths）」「弱み（Weaknesses）」 

「機会（追い風）（Opportunities）」「脅威（向かい風）（Threats）」を

明らかにするもの。 

【第 3回（5/27）】 

（主な議題）・会のビジョンの検討 

（概要）・事務局案をたたき台として、会のビジョンを検討した。 

   【ビジョン等検討ワーキンググループ会議（6/4）】 

（主な議題）・会のビジョン案、活動内容案の決定 

（概要）・会の活動内容を、「Hiroshima for Sustainabilityづくりプロジェクト」「サ

スメディアプロジェクト」「成功事例創出＆波及プロジェクト」の 3つのプ

ロジェクトとして世話人会議に提案することを決定した。 
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【第 4回（6/22）】 

（主な議題）・会のビジョン、活動内容の決定 

      ・当面の活動内容の決定 

（概要）・会の活動内容として、「Hiroshima for Sustainabilityづくりプロジェクト」

「サスメディアプロジェクト」「成功事例創出＆波及プロジェクト」を行う

ことを承認した。 

    ・まず実施する活動として、国民的議論に関するワークショップ（第 1回エ

ネカフェひろしま）を行うことを決定した。 

【第 5回（7/8）】 

（主な議題）・リーフレットの完成 

      ・国民的議論に関するワークショップ（第 1 回エネカフェひろしま）の

詳細決定 

（概要）・リーフレット案に対する意見を確認した 

（意見を踏まえ、7/27にリーフレット完成）。 

    ・国民的議論に関するワークショップ（第 1 回エネカフェひろしま）の内容と

広報手段を決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ リーフレット＜Ver.2012.7＞表面 ） 
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（ リーフレット＜Ver.2012.7＞裏面 ） 

 

【第 6回（9/6）】 

（主な議題）・再生可能エネルギー普及事業の検討（成功事例創出＆波及プロジェクト） 

         ・第 3回エネカフェひろしまの検討（サスメディアプロジェクト） 

         ・第 1回エコツアーの検討（サスメディアプロジェクト） 

         ・環境 NGO・NPOレベルアップ研修の検討（サスメディアプロジェクト） 

（概要）・再生可能エネルギー普及事業は、当会と別の事業主体により実施するものの、

成功事例創出＆波及プロジェクトと連携させて進めていくことを決定した。 

    ・原亮弘氏（おひさま進歩エネルギー㈱）を招き、第 3 回エネカフェひろしま

（ミニエネカフェ）を行うことを決定した。 

    ・県内のサステナビリティを目指す暮らしの実践事例を学ぶことを目的とする、

第 1回エコツアーを開催することを決定した。 

    ・環境NGO・NPOレベルアップ研修の開催に協力することを決定した。 

【第 7回（12/5）】 

（主な議題）・第 4回エネカフェひろしまの検討（サスメディアプロジェクト） 

      ・第 2回エコツアーの検討（サスメディアプロジェクト） 

      ・FMはつかいち出演諾否の検討（サスメディアプロジェクト） 
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      ・再生可能エネルギー普及事業との連携内容の確認 

       （成功事例創出＆波及プロジェクト） 

（概要）・第 4 回エネカフェひろしまとして、広島大学と連携したシンポジウム（テー

マ：地域のエネルギー自立を目指して）を行うことを決定した。（ただし、そ

の後、広島大学から、エネカフェひろしまと位置付けることは外して欲しい

との要望があったため、エネカフェひろしまとは位置付けずに実施した。） 

    ・第 2回エコツアーを春以降（時期・詳細未定）に実施することを決定した。 

    ・FMはつかいち出演の諾否は、求められる出演頻度等を踏まえて決めることを決

定した。（その後の調整の結果、月 1回の頻度で出演することを決定した。） 

    ・再生可能エネルギー普及事業（会とは別の事業主体により実施）に対して、

広報や啓発等で連携していくことを決定した。 

【第 8回（1/22）】 

（主な議題）・広大企画シンポジウムへの関わりの検討（サスメディアプロジェクト） 

      ・2012年度の事業報告・決算報告 

      ・2013年度の事業検討・助成金申請の検討 

（概要）・広大企画シンポジウムについて、登壇と広報協力を行うことを決定した。 

    ・2012年度決算には、事務局経費（通信費、交通費）を組み込むことを決定

した。 

    ・2013年度事業は、セミナー、エコツアー、サスメディア等とすることとし、

その必要経費は助成金や参加費等で賄うことを決定した。 

【第 9回（3/22）】 

（主な議題）・2012年度の事業・決算報告（再度） 

      ・地域再生可能エネルギー事業実施主体としての、一般社団法人立上げ報告 

（成功事例創出＆波及プロジェクト関連） 

（概要）・2012 年度決算は、事業報告を添付して行うこと、事業収支の赤字分は、任意

の寄付金で補填すること、任意の志捐金により事務局謝金を捻出することを

決定した。 

    ・地域再生可能エネルギー普及事業の実施主体として立ち上げる事業主体（会

とは別に立ち上げるもの）は、一般社団法人とすることを共有した。 

 

２．Hiroshima for Sustainabilityづくりプロジェクト 

 Hiroshima for Sustainabilityづくりプロジェクトについては、2012年度の進展はなか

った。 

 

３．サスメディアプロジェクト 

 サスメディアプロジェクトとしては、広報の他、エネカフェひろしま、エコツアー、各
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種セミナー等を実施した。 

 概要は次のとおりである。 

 ○ エネカフェひろしま 

   【第 1回（7/28）】 

   政府国家戦略室からの説明員（3名）と、安藤忠男広島大学名誉教授、武本洋一備前

グリーンエネルギー㈱代表取締役社長を招き、事務局長大西のコーディネートの下、

「エネルギー・環境に関する選択肢」について、意見交換を行った。（参加者 32名） 

   【第 2回（8/25）】 

   小林久茨城大学農学部教授、沖武宏イームル工業㈱顧問、小田政治広島県農業協同

組合中央会常務理事を招き、事務局長大西のコーディネートの下、「小水力発電の課

題と可能性」について、意見交換を行った。（参加者 41名） 

   【第 3回（10/19）】 

   原亮弘おひさま進歩エネルギー㈱代表取締役社長を招き、「長野県飯田市での市民出

資による再生可能エネルギー普及事例」について、意見交換を行った。（参加者 10

数名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 7月 27日中国新聞記事 ）     （ 7月 29日中国新聞記事 ） 
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 ○ エコツアー（11/20） 

「桜の山農場（三原市）」、「農事組合法人たさか／伊尾・小谷たえクラブ（世羅町）」、

「グローイングピース（府中市）」を訪問し、Sustainability を目指す暮らしの実践

事例を学んだ。（ひろしま地球環境フォーラム地域環境取組支援事業）（参加者 20名） 

 

 

 

 

 

 

○ その他セミナー講師等 

  【広島市地球温暖化対策地域協議会 ecoちゃりWG主催フォーラム（7/8）】 

「自転車のまちづくりを ecoの視点から考える市民フォーラム」に登壇した。 

（登壇者：大西）（参加者約 70名） 

【第 3回みんなのエネルギー・環境会議（8/5）】 

セッション３（国民的議論と政策への反映について）に登壇した。（登壇者：落合） 

【気候ネットワーク主催シンポジウム 市民が進める温暖化防止 2012（11/4）】 

分科会１（市民が進める低炭素地域づくり）に登壇した。（登壇者：薦田） 

【ひろしま NPOセンター設立 15周年記念フォーラム（11/25）】 

セッション２（環境保全・エネルギー）の分科会に登壇した。（登壇者：安藤） 

【環境省中国環境パートナーシップオフィス主催セミナー（12/16）】 

「持続可能なエネルギー社会に向けた中国地域ミーティング～NPO基盤強化・協働

促進・ネットワークづくり～」に登壇した。（登壇者：大西） 

   【広大総合科学研究科資源エネルギー研究プロジェクト主催シンポジウム（2/24）】 

「地域のエネルギー自立を目指して」をテーマとするシンポジウムに登壇した。ま

た、このシンポジウムの広報協力を行った。（登壇者：大西）（参加者 35名） 
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 ○ 平成 24年度中国ブロック環境 NGO・NPOレベルアップ研修（10/20、21、27、28） 

   (独)環境再生保全機構地球環境基金主催、環境市民企画・運営のこの研修のグループ

ファシリティター等を担当した。また、この研修の広報協力を行った。（グループフ

ァシリティター：安藤、大西、受付：松生）。（参加者 26名） 

 ○ 食と農の映画祭 2012 in ひろしま（10/27～11/2） 

この映画祭の主催者（食と農の映画祭 2012 in ひろしま実行委員会）に参画し、広

報協力等を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 広報 

   会のWebサイトを開設し、各種情報を発信するとともに、各メディアに出演した。 

   【Webサイトの開設・ブログの更新】 

   Web サイト（http://sus-terrace.jimdo.com/）を開設（7/21）するとともに、適宜更

新し情報を発信した。ブログ（広島発サステナビリティ情報）も適宜、更新した。 
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   【各メディアへの出演】 

   中国新聞等の取材を受けるとともに、地元ラジオ局（RCCラジオ、FMはつかいち、

FM東広島等）に出演した。 

   なお、FMはつかいち（番組名：エコしま専科）では、1月以降月 1回（第 1月曜日）、

レギュラーナビゲーターを受け持つこととなった。（担当：薦田、大西） 
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４．成功事例創出＆波及プロジェクト 

 成功事例創出＆波及プロジェクトとしては、成功事例創出につながりうる取組として、

世羅町での中間評価業務やおひさま進歩エネルギー㈱への実地研修等を行った。 

 概要は次のとおりである。 

○ 脱温暖化せらのまちづくりプラン中間評価業務 

  この業務を脱温暖化プロジェクトせら（世羅町地球温暖化対策地域協議会）から受

託し、脱温暖化せらまちづくりプラン進捗状況の分析やリーダー研修（全 4 回）等

を担当した。また、第 3 回脱温暖化せらのまちづくりフォーラムやせら・里山笑コ

フェスタ in夢公園等の開催に関わった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ おひさま進歩エネルギー㈱実地研修（10/22～26、11/3～18） 

  おひさま進歩エネルギー㈱において、市民出資による再生可能エネルギー普及事業

等の仕組みについて学んだ。（実地研修受講者：大西） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 国際協同組合年ひろしま第 2分科会連携事業 

  国際協同組合年ひろしま第 2 分科会（会長：佐々木、委員：薦田）と、地域におけ

るエネルギー自給の実現を目指して連携していくことを合意した。 

○ 協同総合研究所共同研究事業 

協同総合研究所と、再生可能エネルギー需給区連携による「もたせ型」分散エネル

ギーシステムの開発について共同研究していくことを合意した。 
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５．その他 

 会の活動に資する取組として、情報収集や関係団体との連絡調整、助成金申請等を行った。 

 概要は次のとおりである。 

 ○ 情報収集、調査・研究等に関わる事業 

   各種会議やセミナー等へ参加し、情報収集や会の PR、協力関係の構築等を行った。 

（主な会議・研修等）北欧視察研修及び同報告会等 

          地域自然エネルギープチ会議 

          梼原町エコツアー 

環境省伝え手のための連続WS 

再生可能エネルギー塾 

コミュニティ・パワー会議 

ちゅうごく再生可能エネルギー推進ネットワークセミナー等 

 ○ ネットワークの維持・構築等に関わる事業 

   県内各所（広島・呉・三原・福山）におけるネットワーク団体等の事業へ参加した。 

   （参加した団体）熱帯森林保護団体ひろしま 

           京橋川かいわいあしがるクラブ 

           くれ環境市民の会 

           三原やっさ祭りゴミへらし隊エコレンジャー委員会 

           ごみ 5R推進本舗 等 

 ○ 助成金申請 

   各種助成金の申請を行った。 

   （申請先）ひろしま地球環境フォーラム地域環境取組支援事業：採択 

        RCCエコロジーファンド：実績不足により不採択 

        日立環境財団：2013年 4月初旬頃に結果発表予定 

        地球環境基金：2013年 4月中旬頃に結果発表予定 

        セブンイレブン記念財団：2013年 4月中旬頃に結果発表予定 

○ 事務所開設・引っ越し 

  活動を円滑に進めることを目的として年度当初に事務所を開設した。また、今後の

活動拡大と地域再生可能エネルギー普及事業実施（成功例創出＆波及プロジェクト

関係）を見据えて、年度末に引っ越しを行った。 

  2012年 4月：SO@R内に事務所開設 

  2013年 2月：第 7ウエノヤビル内に事務所引っ越し（正式入居は 3/1から） 

         （現所在地）〒730-0802 

               広島市中区本川町 2-6-11 第 7ウエノヤビル 6階 

               （ビジネススクエア内） 

【文責：事務局長 大西 康史】 


